
Ltil日本生化学会,生化学,56(8),744.

9)脇又韮tEi,堤 肇,中村 伸(1985):ウサ

ギ山釆抗 ヒト全血沼に対する霊長類血衆の交

丑反応についての定員的検討.第29回プ1)マ

ーテス研究会,抄録pp.32.

10)iLL繋,勝又義厄,中村 伸 (1985):間接
以災阻止試験法による霊長類血衆タンパク質
の抗原性比較｡第29回プt)マーテス研究会,

抄録pp.33.

ll)小村 仲,鈴木宏治,西岡淳二,橋本仙一郎

(1985):霊長類の止血一凝固系 :ヒト化過

程における特殊化の可能性｡第29回プリマー

テス研究会,抄録pp.31.
12)巾村 仲 (1985):出光基質を用いた共役ア

ミダーゼ法による白血球(単球 ･マクロファ

ージ)tissuefactorの活性測定法｡日本薬

学会耶105年会,要旨災pp.290.

13)践岡一雄(1985):肥満細胞グルタチオンS

- トランスフェラーゼの特性｡第105回日本

炎学会大会,金沢｡

14)佐臓 6-.践岡一雄,仙波碍拾,胃野幸子,

柏快さ正夫(1985):茄症Gurulラット小脳に
おけるグルタチオンS- トランスフェラーゼ.

邦44回日本生化学会中部支部会,三重.

15)野LjT!1･夫,後藤裕子,羽柴克子,村山裕一,

大神雅史,脚碕正夫,桜山のり子,古川敏紀
(1984):ニホンザル白血球抗原の研究0)｡

1.新しいJMLA抗原 2.ヒト1)ンパ球サブ

セット抗原の示すニホンザル自然群の南北

trcad｡節14回日本免疫学会総会,大阪｡

系統研究部門

江脚 1日善 ･野上裕生 ･租昆満 ･瀬戸口烈司
松木 災1)

研究校 第

1)出LL放各分獄群の比較形態学的研究

江原胴善

1. ヒトおよび霊長類の下顎骨の機能的 ･形

態学的研究

2. ヒトおよび詔長析各分撰群における頭蓋

臆部とpostureの関連｡

2)ケニアおよびエチオピアにおける化石詔長類

および化石人穀の研究

江原昭善

3)穴海地方先史遺跡出土人骨 ･動物骨の研究

江原昭善･相見満 ･松本買 ･木下ff

4)雄海洞窟遺跡の人鞍学的･先史学的研究

江原昭善 ･相見満 ･松本買 ･木下貨

5)硬組織の形態学的研究

野上裕生

6)スマトラにおける第四紀地史の研究

野上裕生

7) ジャバ畠における第四紀嶋乳叛の研究

相見 満

8)スマトラにおける霊長類の形態学的研究

相見 満･松本 員

9)第三紀食虫類 ･原猿類および有袋類の研究

甑戸口烈司

1.南米出土化石について

瀬戸口烈司･名取六人

2.南アメリカ大陸とヨーロッパ大陸出土の

第三紀食虫頴化石の対比

論 文

1)瀬戸口烈司(1981):化石からみた分子時計

の有効性 一 南米ザル系統研究の例から-

科学,54,301-307.

2)松本 晃 (1984):頭骨の置きかT:- 基準

平面の設定- 成長,23(2),31-39.

報告 ･その他

1)江原昭吾 ･松本員 ･木下賢 (1984):吉胡貝

塚 一 貝屈剥ぎ取 り作業にともなう調査 ｢田

原の文化｣特柴,第10号｡田原町教育委員会｡

2)江原昭善･松本員 ･木下安 (1985):伊川津

追跡調査概要｡渥美町教育委員会｡

3)江原昭善 ･松本員 ･木下だ他(1984):三和

町洞田 ･岩陰遺跡発掘調査報告IB 一 昭和57

年度- ｡京都大学霊長規研究所｡

4)Matumoto,S･andAmsirBaknr,(1984)

ttInvestigationofthreeprimatecollec･

tionsinSoutheastAsia."KyotoUni-

versityOverseasResearchReportof

StudiesonAsian加on.humanPrimates.

3,PrimateReseardllnstitute,Kyoto

Universlty:pP.77-84.

1)研修員
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学会発表

1)江原Ⅳ1XJ･松木只･木下Tr(1984):伊川押_

貝塚と出土のLf壬打1茄(仮称)｡那38回日本人方i
':3考会･円木民族学会迎合大会｡

2)相見 満(1981):コノハザノしの分布の屈r3円

について｡耶38回日本人灯i'･tf会･日本民族学

会迎合大会｡

3)踊戸口烈司(1985):小節tLrのマーモセット

化石- tLr界ではじめての発見- 邦29回プ

リマ-テス研究会｡

4)Setoguchi,T.zmdRosenberger,A.L.(1

984):New FossilMonkeysfrom the

LaVentaofColombia,SouthAmerica.

44thAnnualMeetingoftheSocietyof

VertebratePaleontology;Berkeley,Ca･

lifornia,USA.
5)松本 只(1984):ヒトのiligl性の特徴｡耶

38回日本人抑学会･日本民族学会迎合大会.

6)松本 貝(1985):I)-フモンキーの四肢の

プロポーションー qistaEaとmalaloz,hos

の比較- ｡節29回プ1)マーチス研究会｡

7)巾久喜正一 ･江原昭善く1985):マントヒヒ

の肝臓内血管分布と肝茄区分｡第29回プリマ

ーテス研究会｡

ニホンザル野外観察施設

川村俊蔵(施設長･兼)･束 滋･渡辺邦夫･

足沢貞成l)

本研究所は従来よりの事由祝祭所のほかに,ニ

ホンザルの分布北限である下北,南限である屋久

良,巾部日本の袋日本型気候の上信越,表日本型

の木臼の4つの研究杯地域をもっているoこれら

5つのニホンザルの代表的な生息地について研究

保護区としての維持をはかり,長期的に安定した

条件の下で,ニホンザルの野外研究を展開させる

ことが本施設の任務七ある.

昭和59年度の各フィールドステーション関係の

活動状況は次のとおりである｡

1.串良観察所

事由の耶れは過去30数年問桃続観黙されてきて

おり,群れの各成員の出自,生い立ち苛々詳細な

只料がととのえられている｡那れの現状であるが

今年度は退去位拓の23頭という大nの山荘がみら

1)教務補佐fl

れた｡その原因は島内の食物が,前年の秋に豊作

であったこと,長年末経産のままでいた個体が多

く出産したことなどがあげられる｡しかしその後

1-8月の問に次々に死亡し,3月末までの幼児

の生存数は9頭となった｡二万で幼児の死亡した

母親がひきつづき共倒れ的に死亡する例も多く6

頭のオトナメスが死亡している｡3月ごろからは

E3Tt,が地つづさになりはじめ,干潮時には約100m

程度の砂地で結ばれる状態であり,観光客につい

て応から出てくるサルを見張らなければならない

ことが多くなった｡60年3月31日の時点での島内

の個体数は主刑66孤,マキグループ15頭,ハナレ

ザル10頭を含め91itYiである｡

今年皮は五石部掛 こよる林内での社会交渉の研

究,岩本授孝(御 希大)による採食仰 木の研究,

樋口茄治(.愛知大)にJ:るヅf外でのオペラント学

習実験等が行われT:｡また柑i:研死 ｢生物の適応

敬略｣の一環としてイモ洗い等の文化的行動の解

析(河合邪はE･池辺 ･佃口),攻幣切丙における

邦3者の役判(山辺 ),--(･ザルの成長と発遜 (蘇

栴代),採食暇叩 く4'inJ]雌)等の研死が脈続して
行われている｡今咋TE,1JJ'れT:研死者は延べ376人

日であり,他に大学や和道矧対等々の訪rl"者は約

延100人目であった｡

2.下北研死林

1984咋4月～11月,遊動と土地利FT),社会行動

の調光が岡野文佐夫(北大 ･文),良沢によって

行われた｡非抗ELlJ切の長期調査としては,下北西

北部で初めての試みである｡積雪期の調充は12月

10日入山,同15日から1985年4月5日の112日間,

M主群の連続追跡を行い主として遊動と土地利用,

採食生態,食物資源丑の分布と変動についての研

究を綿貫豊 ･中山裕理 (共同利用研究Ll,北

大 ･農 ),足沢,宋らが行った｡これと平行し

てⅠ群およびARA群の遊動追跡が矧n,断続的で

あるが行われた｡

下北研究杯の発足後10frlに当たり,相告会を行

った(12月24口,むつ市下北教市会館)0

3.上I.i越研究体

は朗Jll流域の柄生とseedtrap法による果実生

産Llの調盃(小見山章,岐早大 )志賀C群の生態,

行動調査(陸斉･片山百合夫 ･丸山勝規,東京農

工大 ),'志flAl,A2,B2,C群の戸籍簿作り(常
EEl英士,地獄谷野泣公苑)がひきつづき行われた｡

横湯川下流域の山ノ内町で頻発する猿害問題に

ついて,山ノ内町が猿害対策委員会を組織して対

処し始め,和田一雄がそれに参加した｡
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